
― 191 ― 
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○ 座間味 薫 議長 ただいまの出席議員は10名です。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会

議を開きます。 

（開議時刻 午前10時00分） 

 日程第１．「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。10番 與儀常次議員の発言を許します。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 今帰仁村議会第１回定例会に当たり、さきに通告いたしました３点について

質問いたします。 

 質問事項１、コミュニティバスの導入について伺います。 

 質問要旨（１）アンケート調査は終わったが、他市町村のコミュニティバスに関する実証実験等の結果

についても把握しておりますか伺います。 

 質問要旨（２）実証実験は今後どのように行いますか伺います。 

 質問事項２、梯梧荘跡地のホテル建設について伺います。 

 質問要旨（１）解体工事が始まっていますが、いつごろホテル建設工事が行われますか伺います。 

 質問要旨（２）ホテルを建設する事業主体について伺います。 

 質問要旨（３）ＴＯＮＹカンパニーと今帰仁村はホテル建設の会合を行ったことがありますか。 

 質問事項３、青少年の健全育成について。 

 質問要旨（１）子ども会、ジュニアリーダーの他町村との交流事業について伺います。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 皆さん、おはようございます。10番 與儀常次議員の質問事項１．コミュニティ

バスの導入についてお答えいたします。 

 質問要旨（１）他市町村のコミュニティバス導入に関する実証実験等の結果の把握については、確認を

行っている状況であり情報を得られ次第プロジェクトチームでの検討材料とする予定であります。 

 質問要旨（２）実証実験については、現段階で北部連携促進事業エントリーの是非も含めて調整段階で

あります。交通弱者の洗い出しや効率性、利便性、経済的かつ継続可能な交通手段の確保について検討し

てまいります。 

 質問事項２．梯梧荘跡地のホテル建設についてお答えします。 

 質問要旨（１）梯梧荘跡地のホテル建設ついては、現在ＴＯＮＹカンパニー合同会社が共同でホテル運

営を行う会社（本土の大手企業と海外の会社ほか数社の候補）を選定中です。選定後に具体的なホテル設

計を行うため、建設時期は未定となっているとの説明を受けています。 

 質問要旨（２）ホテルを建設する事業主体については、ＴＯＮＹカンパニー合同会社が事業主体となる

と説明を受けております。 

 質問要旨（３）ホテル建設の会合については、昨年７月にＴＯＮＹカンパニー合同会社代表者が来庁し、

事業計画・ホテル事業計画の進め方の説明があり、その後８月に共同運営を調整している本土企業の関係

者が来庁しホテル運営計画の説明がありました。 

○ 座間味 薫 議長 玉城 奎教育長。 
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○ 玉城 奎 教育長 おはようございます。それではただいまの10番 與儀常次議員の質問事項３．青

少年の健全育成についてお答えします。 

 質問要旨、子ども会、ジュニアリーダーの他市町村との交流事業については、県内子ども会及びジュニ

アリーダー組織のイベントや、和泊町との「わらんちゃヤンバル体験交流」などへの参加、運営側として

活動することで交流につなげております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 再度１番から行います。 

 コミュニティバスの導入ですね、前からいろいろ地域で調査して、そろそろもう実証実験の段階である

と思っておりますけれども、やんばるでは国頭村、この前、名護市も実証実験ありました。我々今帰仁村

ももう各字のアンケート調査を行って実証実験に入るべき段階に来ていると思っていますので、名護市の

実証実験の内容を今把握している分でいいですので、説明求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 10番與儀常次議員の質問についてご説明申し上げます。 

 ただいま実証実験の内容についてということでございましたけれども、私たちがプロジェクトチームで

検討する際に、まず初めに収支の状況を紹介していただくことで検討が始まりました。今、実証実験につ

いては沖縄県のほうに紹介してある程度、実施している市町村を教えていただいている状況ですので、そ

れをアンケートという形で今各市町村に投げて、情報を収集している状況にあります。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 私はアンケートを取ってやるべきことだと思っています。なぜコミュニティ

バスが必要なのか。今公共交通のバスも１時間おきとか、１時間半おきとか、高校生の通学時には２、３

回ありますけれども、日中はありません。それとまた高齢者の免許証返納にもお願いとして、危ないから

ということで、コミュニティバスを使えるようにできたら高齢者の病院、スーパーへの買い物等にも役立

つと思っております。今、質問要旨（１）も質問要旨（２）も併せて質問していますが、実証実験はやる

べきだと思っています。例えばマイクロバスではなくて、西、東に１台ずつ10名とか、15名乗りのバスを

集落内、地域の狭いところもありますので、小回りのきくようなものでできる問題ができると思っていま

すので、今後の検討だけではなくて実証実験に向けての予定も立てていくのか。ただアンケートだけで終

わるのか。収支はやってみないとわからないですよね。実証実験をやった後の結果が出てくると思います

ので、調査が終わって実証実験まで持っていく予定で進めていくのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 今、実証実験に持っていく予定で進めていくのかということでありますが、これは予算審査の特別委員

会の中でも少々触れた経緯があります。今現在、実証実験と言われているのが、北部連携の事業の中での

エントリーの是非についてということで検討されている部分でございまして、この事業にのっけるという

ことになった場合に連携ということでございますので、伊是名、伊平屋とかもしくは名護市、近隣の市町

村との連携、その路線でもってバスを走らせていくという意味でのコミュニティバスの活用ということに
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なりますけれども、この実証実験自体を進めるかというよりは今帰仁村の交通空白地帯をどう埋めていく

かというやはり観点に立ってそこから話は進めていかないといけないんじゃないかというふうに考えてお

ります。そうなったときに別の例えば民間事業者で中央線を走ったりということの実際、今帰仁村でもご

ざいますので、そういうものを活用しながら交通空白地帯を埋めていけるような方法はないのか。これが

必ずしも北部連携促進事業でなくても別の手立てはないのかとかというのも含めて検討ということにした

いと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 課長が過疎地域の話もありましたので、今、公共交通のバスが走っているの

は国道505号だけなんですよね。それをカバーするのはやはり交通過疎地域、運天、上運天、古宇利、呉

我山とか、崎山とかあるんですよね。こちらの交通のカバーをやるべきだと思います。例えば国頭村では

前から実証実験ではないんですよね。村内だけ限定ですが、特に辺土名高校まで認めているということで

聞いていますので、私が名護市までということは考えておりません。コミュニティバスを検討しながら路

線バスと時間もタイアップして有効に活用できる方法は今後考えるべきだと思います。今、課長が言われ

たように交通過疎地域の特に区長たちと区長会ともいい意見交換会をしながら実証実験に向けて進めても

らいたいと思っています。それとまた今、本土では高齢者が事故を起こして、いろいろな課題が出ており

ます。我々今帰仁村では高齢者が事故を起こす前にそういうコミュニティバスをやるべきだと思っていま

すけれども、今後、最低でも実証実験ぐらいはやるべきだと思いますけれども、その件について、再度お

伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 実証実験ということで、前々からちょっと北部連携を前提とした実証実験のことで、よく話題になって

いたわけなんですけれども、これは例えば北部連携事業にエントリーせずに別のこの事業として実際、実

証実験までは北部連携事業にエントリーしても補助で取れるでしょうが、そこの後はやはり単費で運営し

ていくことになります。これは今後、北部連携促進事業以外の手立てを考えてやった場合に実証実験とい

う形を取ったほうがいいのか、即実際、走らせてみるほうがいいのかその辺も含めて、やはり今ＰＴチー

ムの中ではこの一番課題になっているのが、単費ですので採算が取れるのか。もしくは赤字になった場合

でもその赤字幅はどれぐらいになるのか。それからそれが継続して実施していける事業なのか。この辺も

ありますので、この辺、ＰＴチームで実証実験を経てやる場合、それから直接実証実験という形ではなく

て料金を取る形でそのままやるのか、この辺も含めてやはり今後検討していきたいと思っております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 実証実験に当たって、この運営は私は今、学校ではスクールバスは、三笠に

お願いしています。そういう業者、自動車学校とか。今、やんばる急行バスが今泊と古宇利を往復してい

ます。そういう方々とも相談し、連携しながら十分できると思っています。国頭村は料金も取っています

ので、低料金で。経費については全額補助ではなくて個人も負担させている状況ですので、名護市は実験

ということで無償でやっている形で聞いておりますけれども、今後もそういう収支も考えながら相談すべ
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きところは相談しながら進めていく方法はあると思いますので、再度そういう方向まで進めていくのかお

伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 今後の進め方ということでございますけれども、これについてコミュニティバスという当初の考え方。

それから今後、また新たな形で連携事業にのっからない形でもそういう交通空白地帯を埋める手段として

考える考え方、これは二通り出てくると思いますけれども。今後、やんばる急行バスとか、今実際に走っ

ていますそれを路線として活用しながらほかの交通空白地帯を埋めるにはではどうしたらいいのかという

のもやはり検討課題となってくると思いますので、その辺も含めてプロジェクトチームの中では先ほども

申し上げましたけれども、収支の状況とか、いろいろこの交通弱者と言われる方々のどの地域にどういう

方々がいらっしゃるのかという洗い出しとか、そういうのもやはりやっていかないといけない部分だと思

いますので、その辺も含めてほかの市町村の収支の状況も取り寄せながらなんですが、その辺も総合的に

検討していければと思っております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 次に行きます。梯梧荘の件に移っていきたいと思います。梯梧荘はホテル建

設に向けて、現在ＴＯＮＹカンパニー会社が共同でホテル経営を行う会社。本土の大手企業と海外の会社

のほか数社の候補ということで選定中とありますけれども、これは具体的に決まるのはいつごろなのか。

今は模索中ということで思っていますけれども、ＴＯＮＹカンパニーが相談来たときにいつごろまではと

いうめどはつけての段取りになって、今いろいろな数社の候補を募集している状況なのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 10番與儀常次議員の質問について説明いたします。 

 梯梧荘跡地に係る事業計画、ＴＯＮＹカンパニーのほうで実施しているわけなんですが、先ほど村長の

ほうから説明もありましたとおり、７月の来庁、それから８月にはその運営を共同で実施していく相談と

いいますか、そういう予定をしている会社の来庁がありまして、事業運営についての説明がなされたとこ

ろであります。その会社については本土の企業でありました。それから年度内といいますか、令和元年度

中には取り壊しをしたいという既存施設の取り壊しをして整地をしていきたいという説明がありました。

それと同時にその共同運営をしていく会社を選定中であるという説明があったんですが、今月令和２年３

月の上旬においてもまだそれが確定はしていないということでの説明がありました。去年の８月に来庁し

た本土の企業もその選考の中にはまだあって、それを含めて海外の企業も相談をしているという状況の説

明がありました。まだその選定中であるため、その工事の着手やその内容についてはまた共同運営をする

会社が決まってから設計に入っていくということでしたので、まだ未定だということです。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 ＴＯＮＹカンパニーの話し合いでは解体が令和元年度では終わる予定という

ことであったという説明ですけれども、梯梧荘の跡地の解体は、重機も見えないし、今半分もやっていな

い状況なんですよね。ＴＯＮＹカンパニーとはまめに交渉を交わしながら進めるようにやってもらいたい
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なと思っています。まだまだ解体は一気に進まない状況であるということで、今見えていますので、ぜひ

スケジュールもつくってできるように、今後やるのか。これは建設時期は未定となっているとの説明です

けれども、未定ではいつまで未定なのかということなんですね。12月議会では８億円ぐらいだった予算

だったのが、３月になると100億円ということでいろいろな経緯もございまして売却に至ったと思ってい

ます。ぜひ手掛けるんだったらさっさとやってもらいたいな。解体で何年かかるのか。着工まで何年かか

るか。未定ということになると全然わからないという形ですので、ぜひ当局も会話を詰めながら予定に向

けてできるかどうか、ことし中に未定から予定にということでできるかどうか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 現在の梯梧荘の状況としましては、本館の一部が残っている状況がありました。昨年末にかけて造成と

いいますか、草木等の伐採といいますか、整地がされておりまして、その奥のほうの建物から別棟があっ

たんですが、そちらのほうは昨年度中に解体が済んでいる状況があります。それからその既存施設の中に

アスベストが一部含まれているということで、本館の一部分については、そのアスベスト対策をするため

に年をまたいでいるという状況があります。現在はもうほとんど本館のほうも取り壊し作業が行われてい

る状況であります。まだ若干残っている部分もありますが、ほとんどの建物としてはもう撤去が済みそう

な状況であります。それからその会社によりますと、まずは解体工事から先に進めたいという説明の中と

それと先ほども説明しましたが、共同運営する会社と選定を進めながら実施していきたいという説明の中

でありましたので、村としましては、できるだけ選定も早めていただいて皆さんの期待ができるといいま

すか、今帰仁村としてもホテル事業を実施していただけるようにその調整に入っていきたいというふうに

考えています。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 次にホテル建設の事業主体はＴＯＮＹカンパニー合同会社が事業主体と説明

を受けたということですけれども、ではこの事業主体はＴＯＮＹカンパニー。経営はどこがするのか、見

えていますか。事業はＴＯＮＹカンパニーが主体となっているが、ホテルができた後の経営母体はＴＯＮ

Ｙカンパニーがやるのか、また別の会社が行うのか、これまでも決まっていることで今解体が入っている

のかどうかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 あくまでも聞いた話の説明になるんですが、ＴＯＮＹカンパニーとしてはホテル運営をする会社も含め

て選定しているということでございます。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 今これは話だけで２年、３年も続くような感じの話だと思っています。ぜひ

見える形でこちらからもアプローチをかけてやっていかない限りはあと２年、３年なのか。５年、10年な

のかまだ見えていませんので、その点当局と今後どういった方法で話し合いを進めていくのかお伺いしま

す。 
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○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 現在、この共同運営をする会社としての選考中ということから進展していないという状況がございます

ので、まずは選定を今帰仁村として早目にそういう事業の計画を進めるように促すことであったり、また

定期的にその状況を確認するという形でその梯梧荘跡地が有効活用されるように情報交換といいますか、

企業側に対して説明を求めていきたいというふうに考えております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 それとぜひ地域に現状の説明、段階が変わるたびに特に与那嶺区には状況説

明をやっていく必要があると思いますけれども、今後、ＴＯＮＹカンパニーの動きでまめに与那嶺区と説

明会を持っていく方法で取り組んでいくのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 与那嶺区に対しましては、区長を通してこちらから評議員会などで説明する必要がありますかというこ

とで問い合わせております。区長のほうからの回答の中ではＴＯＮＹカンパニーが買われたことまでは

知っていると。運営についてはまだ決まっていないというこちらの情報も提供した中でその運営がどこが

主体的に地元との協定ができるのかというところで、ある程度、運営主体といいますか、この運営を実際

にやっていくところの話が聞けるような段階で説明を求めたいという回答がありました。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 今予定とか、未定とかが多いんですけれども、ＴＯＮＹカンパニー、または

いろいろな会社が数社の候補と書かれていますけれども、決まった時点で決定した時点ではいろいろ決定

することがあると思いますけれども、決定した時点でぜひ村民に広報でお知らせすべきだと思いますけれ

ども、今後そういうことで進んでいくのか、考えておるのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 まずはその現状がまだ運営会社が選考中であるということがありますけれども、まずそれが決まりまし

たらまだ地元の与那嶺区の説明会を持っていただきたいというふうに考えています。また、そのホテル計

画が実際に図面等が描かれるようになりましたら開発計画の手続に入っていきますので、そのときには村

の中がまた公の場といいますか、広告の形で情報提供ができていくものだというふうに考えております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 次、移っていきたいと思います。青少年の健全育成について伺います。子供

会、ジュニアリーダーとか各地域にあります。私が質問するのは、学校単位の交流じゃありません。村単

位の村で頑張っている子供会、ジュニアリーダーの交流を今後、グスク桜まつりのときに沖永良部島の、

和泊町と知名町と友好都市締結をしましたので、友好都市として今後どういった方法で３町村の子供たち

が交流できるか。特に和泊町と知名町は北山の流れで交流が出てきていると思っていますので、ぜひ今後、

そういう今帰仁村の歴史も勉強しながらという交流ですね、やっていくべきだと思いますけれども、今後
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どういった方法でジュニアリーダー、子供会が沖永良部島の子供たちと交流をやっていく方法で進めるの

かお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 和泊町、知名町との交流についてですが、子供会、ジュニアリーダーの交流。まず考えとしては双方間

の交流ということで考えています。目標としましては年度内に取り組み内容をどのようなことができるの

か、両町とも協議しながら事務レベルで内容を詰めていって取り組むスケジュール等をつくっていきたい

と考えています。活動内容にしましては、歴史的背景や自然、生活、文化、いろいろありますが、スポー

ツもあります。こういった多様なものに関してジュニアリーダー、子供会、中学生、児童となりますが、

長期の休みを利用しながら交流できる取り組みを進めていきたいと考えています。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 ３年、４年前からわらんちゃヤンバル体験交流ということで今帰仁村に和泊

町から来ております。前は知名町との交流が多くて、ごく最近から和泊町も入ってきていますので、ぜひ

両町とも交流をする方法を今後検討すべきだと思っていますけれども、今後、知名町、和泊町との両町と

の交流をどういう方法で進めていく考えなのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 交流都市を締結した和泊町、知名町との交流については本年度、まずは子供会、ジュニアリーダーを所

管している村としましては社会教育課になります。知名町、和泊町とも社会教育関連の課となりますので、

まずは担当者でどういうふうな活動ができるのかということを調整しながら取り組んでいきます。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 私が他市町村ということで事業ということで伺っていますのは、みんな沖永

良部だけではありません。今我々、今帰仁村はいいな運天港いちゃりば祭りということで伊平屋村、伊是

名村、今帰仁村の３村交流事業ということで進めて７年、８年なってきております。大きい祭りは今帰仁

村の運天港でやりながら当初の趣旨はその交流を含めながら伊是名村、伊平屋村には子供会、ジュニア

リーダーで交流しにいこうということで３村の交流事業としてスタートした経緯がございまして、今後も

３村のいいな祭りだけではなくて、子供たちで今帰仁村と伊是名村、伊平屋村の子供たちの交流もやるべ

きだと思っています。それによって伊平屋村、伊是名村の子供たちが昔みたいに今帰仁村の北山高校に来

る子供たちが多くなる可能性があると思います。今はありませんので、中南部に伊平屋村、伊是名村の子

供たちは高校も行っていますので、子供たちが交流によって北山高校に行く子供が増えるんじゃないかと

思っておりますけれども、沖永良部とまた違った交流事業ができると思いますけれども、今後、いいな祭

りだけではなくて、子供たちが伊是名村、伊平屋村の祭りに１、２回は行きました。伊是名村の尚円王の

没600年のイベントには北山の風のメンバーが行って出演してきました。一昨年の伊平屋村の夏祭りにも

北山の風が向こうのイベントに参加して、いい雰囲気で子供たちと交流ができましたので、今後もそうい

う形で、子供会もやるべきだと思っていますけれども、そういう事業、今後計画できるような方法がござ
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いますか、お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 他市町村との子供会の交流事業の考えがあるかということについて、先ほど質問のあったとおりこれま

での経緯が伊平屋村、伊是名村ともあったということ聞きました。各種祭り、イベント等があると思いま

すが、そちらに関しては所管している事務局等とも内容確認。そしてどうしても日程の問題があると思い

ます。そちらも児童生徒ですので、児童生徒の参加できる日程、日時というのも確認していかないといけ

ないと考えています。この辺は新年度になりましたら子供会、ジュニアリーダーがどういうふうな取り組

みができるのかどうか、課題として検討して対応していきたいと考えています。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 研修は我々大人も必要だけれども、特に必要なのは村の宝、財産である子供

たちの人材育成だと思っています。伸びしろがいっぱいある子供たちにぜひ金を使って、いい人材育成を

すべきことが我々大人の責務だと思っていますので、ぜひ子供たちの研修事業は金をかけるように思って

いますので、今後、いろいろな面でだんだん少子化で子供たちが少なくなっておる段階で、ぜひ子供たち

に研修も含めながらいろいろな勉強をさせながら、優秀な人材育成をすべきだと思っていますけれども、

これは学校教育もしかり、社会教育もだと思います。学校で教えられないことを社会で学ぶことはいっぱ

いございますので、今後、そういう点で子供たちをサポートするメニューをどんどん組んでいく予定があ

るのか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 人材育成、研修等を通して子供たちについて学校教育以外で交流のやり方、それを通して交流を広げな

がら活動していく意義について、それについては各種団体といいますか、子供会、ジュニアリーダーを所

管しておりますので、繰り返しになりますが新年度にどういうふうな対外的な市町村と交流できるのかそ

の辺は話し合いをしながら取り組んでいきたいと考えています。 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午前10時42分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前10時56分） 

 次に、山城 太議員の発言を許します。９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 おはようございます。さきに通告しました点について質問いたします。 

 質問事項１．農業振興について。施政方針の中で述べられている高機能型施設導入、災害時の被災者農

家支援。次世代農業者への支援、これまでの実績と多岐にわたり推進とあるが、目標値、計画等々を伺う。 

 ２．農家の現状をどう捉えているか伺う。 

 質問事項２、友好都市について。鹿児島県知名町、和泊町との友好都市締結を結んだが、歴史的観点か

ら与論町との同締結をどう考えているか伺う。 

 質問事項３．水道事業について。水道料金の値上げをどう考えているか伺う。 

 質問事項４．古宇利一周線について、一周線整備の現状を伺う。 
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 質問事項５．新庁舎建設について、進捗状況を伺う。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ９番山城 太議員の質問事項１．農業振興についてお答えします。 

 質問要旨１．施政方針の中で述べている、高機能型施設導入、災害時の被災者農家支援等これまでの実

績、目標値、計画などについては、災害に強い栽培施設関連の整備は、平成24年度からの導入実績で177

戸、26万2,850㎡、平成30年台風24号対応の事業助成対象者への被災証明の発行を29件、平成24年度から

今年度までの次世代人材投資事業においては31人へ、年間最大で150万円を交付しております。村としま

しては農業経営基盤の強化の促進に関する目標として、年間農業所得340万円程度、年間労働時間2,000時

間程度を目標としています。 

 質問要旨２．農家の現状をどう捉えているかについては、ふるさと納税で農産物の人気はあるものの、

農業を取り巻く環境は農業従事者の高齢化、後継者不足、自然災害などにより厳しいものと認識しており

ます。村の農業は多面的機能の面からも重要な役割を果たすため、農業を中心としながら他産業と一体的

に振興を図る「積み上げ方式」での自立、発展を目指し、今後も関係機関と連携し、支援の充実に努めて

まいります。 

 質問事項２．友好都市についてお答えします。 

 沖永良部島の和泊町・知名町とは歴史的つながりのほかに、和泊町は平成26年頃から、知名町とは平成

元年頃からさまざまな交流があり、友好都市締結に至った経緯があります。与論町との友好都市締結につ

いては、これまでに双方で話題に上がった経緯がなく、主だった交流もなかったことから検討されてきて

おりませんでした。友好都市締結については、今後の交流や相手方の意向も踏まえて検討してまいります。 

 質問事項３．水道事業についてお答えします。 

 水道料金の値上げについては、令和２年度に作成する「経営戦略」を踏まえ、令和３年度をめどに料金

の改定を行う予定です。 

 質問事項４．古宇利一周線についてお答えします。 

 村道古宇利一周線道路改築事業の現状などについては、用地取得がスムーズに行えず難航しており、事

業が進まない状況にあります。今後も、引き続き地権者の理解を求め、用地交渉を行い事業の進捗に努め

てまいります。 

 質問事項５．新庁舎建設の進捗状況についてお答えします。 

 新庁舎建設の進捗状況につきましては、現時点で基本設計の業者選定を終え業務着手しており、令和２

年度中で実施設計まで完了する計画であります。令和３年度をめどに建設工事の着工を予定します。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 再度質問いたします。 

 農業振興についてなんですが、そういった高機能型施設導入は災害に強い栽培施設、そういった整備を

して、どれぐらいの農家の所得が上がったのか、その辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時03分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時16分） 
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 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ９番山城 太議員の質問に対しまして、説明いたします。 

 質問の事業を入れた方の所得の申告があるかという話だったんですけれども、経済課の実績報告の中に

は所得に関しての申告はございません。ただし、次世代事業に関しては要件がございますので、その方々

の所得証明書は把握している状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時16分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時16分） 

 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 この事業を入れる前と後ではそういう比較ができないという状況なんですが、

所得に関して、これは質問要旨２のほうになります。農業を中心としながら他産業と一体的に振興を図る

「積み上げ方式」での自立、発展を目指しますというふうに書いているんですが、そこら辺のそういう情

報提供はなくて、そういった積み上げ方式ということは可能なのか。また積み上げ方式とは何なのか。今

後、そういった事業を導入した方の追跡調査等どのようにするのか。予算を流してそのままなのか。この

事業をもらえなかった人に対して、どのような思いがあるのか、その辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 質問に対しまして説明いたします。 

 まず追跡調査に関しましてですけれども、生産量等々に関してはずっと５年間ですか、県が指定する期

間までは追跡はしてまいります。あと所得に関しても事業を入れる方に関しては青色申告。これは農業共

済関係も青色申告は義務付けられておりますので、そこでしっかり指導していくという状況のもとで、農

家に導入の際には依頼をしております。そのあたりでまた把握していくということで経済課としては考え

ております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時18分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時19分） 

 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 説明漏れがございました。今、今帰仁村の農業自体、全ての産業とつながって

いる状況でございます。これはご承知のとおりだと思うんですけれども、やはり村長の施政方針にもあり

ましたけれども、いろいろな面で文化的、歴史的にも農業は切っても切れないそういった環境の中にもあ

りますので、踏まえてしっかりとまずは自立をできるような支援ということを踏まえていろいろな他産業

と一緒になって積み上げていく。説明になっているかどうかわかりませんけれども、とにかく中心となっ

ていろいろな区、字へもそうなんですけれども、いろいろな文化的な面からも踏まえてしっかりと支援し

ていきたいというふうに考えています。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 であるならば、前もっていろいろな連携とかそういったのがあるんですけれ

ども、なぜその前にこの事業された方、導入された方、要は経済課、住民課、そういった連携がなされて

いないのか、情報を共有されていないのか、そこから積み上げていくべきではなかったのでしょうか。そ
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れが庁舎内でも連携がとれていないわけですよね、というふうにしか、私の目には見えないんですが、そ

の辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 質問に対しまして説明いたします。 

 指摘事項に関しては、これまで償却資産等に関しても情報交換はしてまいりました。ただ、これが実際

課税されているかどうかはさておき、農家で今後導入される事業等も課税する課としっかりと連携して進

めていきたいというふうに考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 年間農業所得が340万円程度とあるんですが、これは個人なのか、１世帯なの

か答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 説明いたします。 

 具体的な目標として立てているのが年間農業所得、主たる農業従事者１人当たり340万円程度。これの

根拠としましては、農業経営基盤強化の促進に関する目標ということで立てている基本的な構想の中で、

その中で本村において、現に成立している優良な経営の事例を踏まえて、地域の他産業の従事者並みの生

涯所得に相当する所得ということで水準を設定しているという状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 村内の優良者がそういう根拠ということで理解してよろしいですか。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 その本村において、優良事例を踏まえつつ他の産業との整合性を捉えて、この

340万円程度に設定しております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 ちょっと細かく聞きますけれども、これは和牛子牛であれば何頭を飼育して、

年間どれぐらい出荷すればそれぐらい当たるのか。菊であればどれぐらいの規模なのか。ゴーヤー、スイ

カ、どれぐらいの規模なのか。もちろん把握されていると思うんですが、全てではないのでいいんですけ

れども、二つ、三つぐらい例として挙げていただければと思います。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 個別経営体の指標としまして、１つ例ですけれども、花卉であれば輪菊0.15ha、

小菊で0.5ha、経営面積で0.5ha、その中で例えば複式簿記をやっている方とか、休日制を導入されている

方、花卉でいえばそういった指標を立てております。スイカであれば2.2ha、経営面積、回転しますので

0.85ha、それも複式簿記等を導入されている方。肉用牛であれば草地面積が5.16ha、飼養頭数が約39頭、

およそ経営して草地を含めて経営している方等を参考にこの所得を設定しております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 それらをクリアされている方といいますか、経営者は村内にどれぐらいい

らっしゃいますか。 
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○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 その人数把握は現在のところ行っておらず、ある程度、指標ということで他産

業等の比較もございますので、あとは県等の指導をもって、近隣市町村も確認しながら立てている金額と

いうふうに理解しています。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 高機能型施設、災害に強い施設、次世代人材投資事業、これは全て県、国か

らのお金なのか。村独自で幾らかは出ているのか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時25分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時26分） 

 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 施設そういったハウスの施設に関しては国、県からも全て補助事業。市町村負担はないものと理解して

おります。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 今後も村からの負担はないと、考えていないということでよろしいでしょう

か。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 現在、村は基盤整備等には支援をしている状況でございます。土地改良とか、

そういったものに関しては村の補助金も入った中で進めている状況でございます。施設に関しては、これ

までどおり進めていくと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 基盤整備土地改良とか、今後予定されているのか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 現在、進めているのが羽地大川進めております勢理客地区の畑地かんがい事業

でございます。施政方針にもありましたけれども、天底第２地区、湧川地区、現在、調整を進めている状

況でございます。これは主体は今帰仁村土地改良区が行っております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 その整備事業にかかる費用を坪単価でもいいので、答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時27分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時29分） 

 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 質問に対しまして説明いたします。 

 今帰仁村土地改良区の勢理客区の事業負担として令和２年度計上額は300万円。これは勢理客地区の畑

地かんがい整備事業ということで今回、令和２年度に計上しております。あとまた土地改良区の運営補助

金についてもこちらのほうで負担しております。さらに国営事業で進められております真喜屋ダム等々の
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そういった負担金等も市町村負担で25％負担しております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 最初の答弁の中に平成30年台風24号の台風事業助成対象者への被災証明を発

行して29件、それの詳細説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時31分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時32分） 

 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質問に対して説明いたします。 

 この29件ですけれども、借り入れる際に有利な融資といいますか、低利なもの等がございますので、そ

れに対する市町村からの被災証明が添付となっておりますので、そのための29件分の被災証明の発行とい

うことになっております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時33分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時33分） 

 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 そういった被災された方への村としての見舞金といいますか、そういった支

援というのはないのでしょうか、答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質問に対しまして説明いたします。 

 村独自の支援等々の質問だと思うんですけれども、まずは生産団体と農家と情報交換をきちんとやって

大きな台風等、災害があった場合には何が一番有利になるかということでそういった融資事業等を情報を

提供しております。村独自でということでありますけれども、村独自では現在のところそういった制度は

持っていないという状況です。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 質問要旨の２番のほうになるんですが、答弁のほうに農業を取り巻く環境は

農業従事者の高齢化、後継者不足、自然災害などによって厳しいものと認識しておりますとあるんですが、

そこら辺認識していてそういった農業関係者、農家の方と行政、ＪＡを交えてそういった協議会みたいな

取り組みというのは今後に向けて、そして今の現状を、今コロナウイルスで世界中が混乱にある中、先日

の和牛も約10万円から15万円の平均下がったと思うんですが、いろいろな要素が入ってですね。農業のほ

うも疲弊している。農家の方も疲弊していると思います。菊も売れないし、そういったもろもろを含めて

そういった協議会、ヒアリング等を行う予定とか、今の農家の声を聞く場所づくりとか考えていないのか

答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 質問に対しまして説明いたします。 

 ご指摘のとおり、去る豚熱ですか、豚コレラと呼ばれていたものですけれども、その中でも日々、情報

等が変わっていきます。そういった中で畜産農家に対しては随時情報を促しています。また子牛に関して
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も繁殖牛に関しても肥育も含めて、母牛改良組合とも担当は連携は密に取っています。農家に関しては、

もちろん役場に来庁される方も含めていろいろな協議会がございますので、産地協議会等の中でもそう

いった情報等については情報交換をしております。ただ、特に豚熱に関しては移動の制限がかかるもので

すから、全員を集めてというのもなかなか厳しい状況だったものですから、担当のほうは農家と電話等で

連絡を取り合いながら情報交換をしている状況でありました。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 ということは多くを集めて関連された皆さんを集めてそういった協議会とか

そういうことのやりとりを行う予定ではないということで、個々で連絡を取り合いながらということで理

解してよろしいでしょうか。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 もちろん個々にも取っていきますし、それぞれの産地協議会、マンゴー、スイ

カ、菊、あとは野菜、花卉、果樹産地協議会とかそういった協議会の中と、あとはＪＡのほうにもいろい

ろな部会等がございますので、ＪＡを通じながら生産農家の声を聞いたり、情報等を共有しているという

状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 ぜひ農家の方々と直接定期的ではなくてもいいし、何かアクシデントが起

こったときに村やＪＡから農家の方へ呼びかけていろいろな話を村側が聞くと、苦情なり、そういった相

談なりしていっていただきたいと思うんですが、再度答弁求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 質問に対して説明いたします。 

 議員ご指摘のとおり、やはり情報収集は重要なことでございますので、しっかりと収集して関係機関と

の件であったり、国のほうに要望することは要望して、また情報の収集にしっかりと努めていきたいとい

うふうに考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 それでは２番目の友好都市について質問いたします。 

 知名町、和泊町と友好都市締結が行われる前に我々議員と関係団体の方と数名で与論町へ行ってまいり

ました。すごい大歓迎されまして、向こうは向こうで北山王の三男と自負し、沖永良部島は次男、そう

いったことを関係性を小さい子供からそういう思いで育ってきたようでありまして、それが反映されてい

て私たちすごい大歓迎されたんですが、依然、多分与論町からも修学旅行があったと思うんですが、現在

はあるかちょっとわからないんですが、現町長が教員時代、副町長が職員時代に歴史的つながりの件で村

関係者と話したそうです。そしたらある方が村関係者がそういったことは一切ないと一蹴されたそうです。

それから今帰仁村に行きたくても行けない。行きにくい、そういう話をされていました。その辺聞いたこ

とはないでしょうか、答弁求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時40分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時41分） 
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 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ９番山城 太議員の質問についてご説明申し上げます。 

 ただいま議員のほうからありましたこの与論島の方々との歴史的つながりについてですが、実際歴史的

つながりに対してということで否定的な言葉というのは過去にあったということで、与論島の方々という

ことはありましたけれども、この辺についてはちょっと私も初めて聞くお話でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 １月の後半に行ってきたんですが、あれ以来なんか今帰仁村に行きづらい、

二の足を踏んでいる状況だと。しかし今帰仁村は親の島だと、その当時、交流会があったんですけれども、

向こうの町長三役全てがあいさつの前に親の島からありがとうございますとすごい感激いたしました。そ

れぐらいの思いなんですね、向こうは。百閒は一見にしかずであるんですが、村長、副村長、教育長、ま

ず時間あれば与論町へ伺って、その雰囲気を体感していただければいいかと思うんですが、その辺はどの

ように考えていますか答弁求めます。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ９番山城 太議員の質問にお答えします。 

 沖永良部、与論町との友好都市締結について、先ほど答弁したとおりですね、これまで話題に上った経

緯がなく主だった交流もなかったことから検討されてきておりませんでしたけれども、先ほど議員の質問

の中で与論町を訪問したときに現町長、副町長からそういうことがあったということを私も全く把握して

おりませんでした。そういうことであれば与論町と今後、過去のこういう経過も直接お聞きして、和泊町、

知名町と同じような北山王の三男の島だという強い思いであれば早い機会にちょっと現町長、副町長も含

めて過去のどういうことでこういう経過があったのか。どこの誰がやったかということは調べる必要はな

いと思いますが、早目に交流の機会を設けて両方交流していこうということで思いが一致すれば与論町と

の友好都市締結についても村のほうから働きかけはやっていきたいと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 最初の答弁のほうに主だった交流がなかったことから検討されていなかった

わけですよ。ことしの１月ですね、私たち７名か９名でそういう交流を進めてまいりましたので、これも

踏まえて早急に行っていただきたい。そしてあの感覚を味わっていただきたいと思います。教育長、答弁

求めます。 

○ 座間味 薫 議長 玉城 奎教育長。 

○ 玉城 奎 教育長 ただいまの山城 太議員の質問にお答えしたいと思います。 

 知名町と和泊町との交流を新年度から取り組んでいくわけですが、与論町に関してはまだそこまでいっ

ていないので、今議員からお聞きして与論町の本村に対する思いの深さといいますか、それを伝え聞いて、

そのあたりもやはり考えると北山圏としての交流というのは非常に大事なんだろうなと思いますので、ま

ずはこの知名町、和泊町との交流を取り組んで、そこを手始めに与論町との交流をどのような形でできる

のかなということで考えていきたいなと思います。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 
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○ ９番 山城 太 議員 ぜひ和泊町、知名町、そして与論町とのそういった友好都市締結に向けて取

り組んでいっていただきたいものだと思います。 

 次に、水道料金の値上げについてですが、以前、水道料金が値上げしたのはいつでしょうか答弁を求め

ます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ９番山城 太議員の質問に対して説明いたします。 

 現在の水道料金の改定は平成６年度４月１日から実施している状況であります。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 現在の経営はどのようでしょうか。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 現在の経営ということなんですが、非常に厳しい状況ではあります。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 そういった厳しい状況はいつから始まったのか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時49分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時50分） 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午前11時50分） 

午          後 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時30分） 

 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 いつから厳しいのかという質問かと思いますが、実際年々厳しい立場であって、平成26年度から企業会

計になってまたちょっと一段と厳しい状況になっているという状況であります。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 平成26年度から制度が変わって余計厳しくなった。この以前もやはり厳しい

わけですよね。その結果、経営戦略も練らないといけないような状態になったと思うんですが、以前から

状況は悪いわけですよ。いつの時期か必ず上げないといけない状況が出てくると思うんですね。先日の補

正予算審議等でもある程度理解もするんですが、令和３年度をめどに値上げするという回答だったと思う

んですが、もともと悪いのにもっと後に後に持ち越しても余計、状況は悪化するだけだと思うんですね。

さかのぼってやるべきだったことは後回しにしたから余計悪くなる。今のような状況に陥って、令和３年

待たずにもうあすからでも値上げするべきではないかと思いますけれども、その辺、あすというのは言い

過ぎかもしれませんが、多分すぐ試算はできると思うんですね。この１年間、シミュレーションを行うと

言うんですが、それではもう遅い。前でやっているべきですよ。その辺どのような私たちは解釈すればい

いのか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 
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○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 議員がおっしゃるように早いのにこしたことはないかなと思っておりますが、水道料金につきまして１

㎥当たりとか、１㎥から８㎥または９㎥、20㎥という単価が変わってきますので、この辺をまたシミュ

レーションをしないとちょっと住民にも説明が厳しいのかなと。メーター料金もありますので、この辺を

どこを上げて、どこを現状維持にするのかというシミュレーションもしながらではないとちょっと住民に

負担してもらうわけですから、この辺を重々検討して令和３年度の予定にしております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 なぜ令和３年度になったのか。なぜ前からそういったシミュレーションを行

わなかったのか、その辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 議員がおっしゃるようにどこかでは改定しないといけないような状況であったんですが、消費税も３回

変わって、どこかでは料金を改定すべきだったのかなと思っております。平成30年度に資金不足というの

が出てしまって、この辺もクリアするためにはもう水道料金を改定しないといけない状況にきております

ので、今回に至っております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 平成６年度に値上げして、それ以降行っていなかったわけです。その間、そ

ういう状況は出ていたと思うんですが、なぜこの期間中に値上げしなかったのか。誰の判断なのか。答弁

を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時34分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時35分） 

 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 平成６年度に上げて、今回に至っているわけでございますが、資料を見ると平成９年度にも改定しよう

とした資料があるんですが、改定はされていませんけれども、この辺はどういった経緯で改定されなかっ

たのか理解をしておりませんので、とりあえずは平成６年度、平成９年度にも改定しようという経緯は

あったということになります。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 平成６年度に改定して、平成９年度にもそういう案があったが上がらなかっ

た。その後は何もなかった。現状のままで通ってきたんでしょうか。答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 今の現状で来ているという状況です。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 そういう厳しい状況がずっと続いているわけですから、早急な対策を講ずる
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べきだったと今さらながらと思うんですが、再度答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二水道課長。 

○ 嶺井雄二 水道課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 今現状は厳しいということでありますので、先ほども答弁したように令和２年度にシミュレーションを

して、令和３年度には改定に向けて進めていきたいと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 現状の改善を願うとともに、次の質問に移ります。 

 古宇利一周線についてなんですが、以前にも課長にも相談したんですが、土地を基本的には購入という

ことなんですが、基本は基本であくまでも基本で土地の交換というんですか、そういうのはできないのか

答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 土地の交換ができないかという話ですが、現状では何名か交換できないかというご相談があります。こ

れは予算委員会で２番議員にも説明したんですが、基本的にはもう村有地で交換はしないということで

思っています。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 購入が基本というあくまでも基本なのか。それとももうこれは絶対条件なの

か答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 基本的には交換をしないということでご理解いただきたいと思っております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 土地所有者が絶対に売らないという話が私にも相談があって、その方がそう

いう話をされたんですが、土地を売らない場合にはこの計画の路線、ある程度、変更せざるを得ないと思

うんですが、その辺はどのようにお考えか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 議員がおっしゃるように路線変更ができないかという、最終的にはもう路線変更を考えて事業を進めて

いこうかなと今考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 では次の質問に移ります。 

 新庁舎建設についてでありますが、現庁舎の耐力度調査というのは行ったのか答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時39分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時39分） 

 我那覇隆文総務課長。 
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○ 我那覇隆文 総務課長 ９番山城 太議員の質問についてご説明申し上げます。 

 現庁舎の劣化度調査というのが平成21年に行われていて、圧縮強度、それから中性化塩化物の含有量と

それぞれの試験で結果が出ているということですけれども、今のところは限界値は超えていないというこ

とでの結果が出ているということでございます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時42分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時42分） 

 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 先日、８番議員からもあったのですが、改めて質問いたしますが、今帰仁小

学校と現庁舎、同じ同等の調査を行ったのか。その結果の上で庁舎が先になったのか。８番議員の質問に

対して答弁の中で本来であれば今帰仁小学校については、令和３年度にいわゆる改築ですか、大規模改修

を実施する予定であったとあるんですが、その辺答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時43分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時44分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 教育委員会におきましては、今帰仁小学校の改築の要望が出されたかと思います。今帰仁小学校の前に

３幼稚園もその当時は老朽化ということで建てかえの予定がございました。それとあわせて幼保連携推進

室の管理します村立の保育所も４施設のうち３施設が老朽化のことがありまして、保育所については公立

公営の保育所の補助事業がなくなっておりましたので、それでこども子育て支援法に基づくそういう計画

をつくった中で、民間保育所を導入していくと、それとあわせて認定こども園、もう１つつくっていこう

という計画の流れになってきました。その当時は今帰仁小学校においても小学校の建てかえと、今帰仁幼

稚園の建てかえを一括でやっていく方針の中で全面建てかえということで調整をした経緯があるんですが、

ただそういう大掛かりな施設整備については村全体の施設計画を計算する中で、どうしても小学校の前に

認定こども園の事業と民間保育所の導入というのが入ってきまして、先送りされているという状況がござ

います。それとまた庁舎建設については庁舎をつくるタイミングとして市町村役場機能緊急保全事業とい

う起債事業がございますが、そちらのほうも時限立法でございまして、そのタイミングを逃してしまうと

昭和37年度に建てられた今帰仁村役場の庁舎自体が建てかえが困難になっていきます。そういう財政的な

理由等々もありまして、そういう今帰仁村全体の施設計画の中を並べた中で今帰仁小学校が先送りされて

しまっているという経緯がございます。 

 今帰仁小学校においては、そういう耐力度調査は実施されていない状況であります。今帰仁幼稚園にお

いては調査までして、小学校についてはやっていないという説明と役場については、先ほど総務課長から

説明があったとおり、平成21年に実施されています。その後、役場の移設の話もございましたが、その当

時の見解では耐力度調査をもとに現施設で維持するということで、この議会棟も含めて第１庁舎、第２庁

舎のほうを整備といいますか、コンクリートの剝離であったり、色の塗りかえであったりを実施した経緯

がございます。その補修した後に東日本大震災が起こりまして、現施設で大丈夫なのかということも見直
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しされて、今現在では庁舎を建てかえる。先ほども説明しました起債事業で対応できる期間内で着手して

いこうという方針に転換されております。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 先ほど震災の件でという話があったんですが、現庁舎と今帰仁小学校、地震

が来た場合、どちらが危険度があるんでしょうか。安全性はどこが長けているんでしょうか、答弁を求め

ます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 新耐震基準というのが昭和56年の設計からになります。旧耐震になりますので、建築基準法におきます

と旧耐震基準という表現になってくるんですが、その基準でいきますと、震度６弱での地震には耐え得る

というふうにその解釈されている状況なんですが、その建築年昭和56年以前の設計でございますので、こ

の建築基準法でいうと同等レベルだというふうに解釈されます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 現庁舎も危険ということでよろしいでしょうか。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 危険という表現が適切かどうかは具体的には申し上げられませんが、建築基準法の中では震度６弱とい

うところでの基準になります。その後は震度６強という耐震になりますので、震度６弱なのか、６強にな

るのかの判断でいけば、そういう解釈は可能なのかと思います。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 新庁舎建設は別に構いはしないんですけれども、やらないといけない事業だ

と思うんですけれども、先ほど事業が時限があると、これはほかの建て方、リースとかそういったいろい

ろなものがあったかと思うんですけれども、なぜこれは起債にこだわったのか。そうしたら順番もほかに

も回せたんじゃないかなと思うんですけれども、安全ではない学校に生徒が通っているわけですね。なぜ

起債をおこしてほかの建て方、建築方法にならなかったのか、その辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時51分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時52分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 先ほど説明した市町村役場機能緊急保全事業の起債事業でございますが、そちらのほうは令和２年度ま

でに申請しないと実施できない事業でございますので、その事業がある間に着手しないとほとんどといい

ますか、庁舎を建てかえるというのは困難な状況になってくるというふうな期限がございましたので、庁

舎建設のほうが先になっているという状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 先ほどからちょっと現庁舎絡めながら学校のことも聞いているんですが、学
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校も先日の答弁では安全ではないとおっしゃっていたので、そういうところは改めて調査しながらそう

いった補修等の対策を講ずる予定はないのか。令和３年度に考えているとあるんですが、その後ですか。

その前に大きな地震があった場合にはというのを考えますので、その対策を聞ければと思います。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時55分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時55分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 耐震に関連しての調査等補修でございますが、そちらのほうについても、先ほど説明しました学校全体

の整備に係ることになってきます。耐震の調査を入れるとその設計とほぼ一緒になっていきますので、数

千万円規模のその調査が必要になってきます。その結果に基づいて例えば窓になっている部分を壁に変え

たりとか、三角形の蝶番というんですかね、フレームを入れたりとかという形の機能になってくるんです

が、今帰仁小学校においては、古い設計のものと近年のものもあるんですが、それよりかはお金をかけて

部分的に古い校舎を残すよりは全体的な見直しの中で対応できるのではないかという考えのもとでまずは

十数億円かかると見込まれておりますので、そちらの計画の中では庁舎も同規模の事業費が必要となりま

すので庁舎を優先しているという状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 次に、玉城みちよ議員の発言を許します。７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 皆さんこんにちは。議席番号７番、議長の許可をいただきましたので年度

の締めの質問をさせていただきます。しっかりと村当局の前向きな答弁でゆたしくおつき合いください。

さて毎年３月の定例会の冒頭あいさつは卒業式や東日本大震災に関する思いを述べておりました。しかし、

ことしは世界的に感染が拡大された新型肺炎の影響があり、住民生活へさまざまな不安を与える暗い

ニュースが続いておりますので、本日はことし初めに今帰仁村で行われた事業について述べたいと思いま

す。執行部管理職の皆さんのさらに先輩であり既に定年退職されたたくさんの先輩方がかかわり職員間同

士の小さな交流からスタートし、地域の文化団体、湧川青年会やいまじん太鼓、今泊棒術、そしてスポー

ツ団体や婦人会などを沖永良部へと架け橋になり、相互交流をしてまいりましたが、このたび30年余りの

歳月を経て令和２年１月31日、和泊町、知名町と友好都市締結を結ぶ運びとなり大変喜ばしい記念日とな

りました。過去にはフリージアマラソンへの職員が呼びかけ、村民の参加、知名町夏祭りへの文化団体の

出演、またお返しにと今帰仁村まつりや文化祭においては知名町からやっこ踊りが披露され、相互の交流

が温められてきました。当時、私も教育委員会で社会教育指導員を務めさせていただき、知名町婦人会と

本村の婦人会との交流にもかかわり、みしんしる交流会と題し、両婦人会で麦天ぷらの料理教室を開催し

たのも懐かしい思い出となりました。あれから25年たった現在でも当時の婦人会先輩らは年賀状や近況報

告の交流が続いていると先日報告もありました。当時から草の根交流を続けていた退職された先輩職員の

強い思いや両自治体の皆さんからは友好都市の話が30年以上前からも出ておりました。今回、晴れて友好

都市締結の調印式を迎えられたことは今帰仁村の歴史的、文化的なつながりや背景を村民の皆様が知る上

でとてもよい機会であったと思います。調印式の担当職員より衣装の相談もあり琉球王朝時代の和装では

なく、統一前の当時、交流の深い中国から北山王は先に贈呈された王冠が記録として正式に残されていま
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したので、三山時代をイメージした調印式に仕上がりました。会場では本村の退職された先輩職員や両町

の職員らの目に感激の涙が浮かんでいるのを見た瞬間には嬉しさと同時に次の世代につないでいく責任の

重大さも実感いたしました。今回の調印式を新しい一歩と捉え、村長を初め職員の皆さんはさきの先輩ら

が積み上げた小さな交流のバトンを村民や各種団体の皆さんと連携を図り、今後、子供たちが誇りを持て

る村づくりに貢献していければ幸いです。それでは３月定例会に当たり通告いたしました３点の質問に入

らさせていただきます。 

 質問事項１．子育て支援について。質問要旨①妊婦から出産、子育て期に至るまで、切れ目のない支援

を行うに当たり、産後の支援が必要な母子に対して、心身のケアや育児サポートなどを行い、安心して子

育てができる支援導入の詳細についてお伺いします。②保健と福祉の切れ目ない一体的支援を行うに当た

り、家庭総合支援拠点の設置に向けての取り組み状況についてお伺いします。 

 質問事項２．緊急通報システムの活用について。質問要旨、こちらの質問は、令和元年６月５日の区長

会との意見交換より届きましたので、総務文教委員会を代表して質問させていただきます。高齢者や障が

い世帯の万一の急病、災害などへの備え、安否確認の連絡がとれる緊急通報システムの導入が本村では平

成27年より導入されました。これまでの活用状況と周知についてお伺いします。 

 質問事項３．交通安全運動さらなる強化について。質問要旨、人身事故に占める飲酒絡みの割合が過去

27年連続ワーストだった沖縄県が2017年、2018年とワーストを脱した。しかし、残念なことに2019年の統

計では３年ぶりのワーストに戻ってしまいました。本村ではレンタカーによる交通事故が多発しているほ

か、本部警察署管内における飲酒運転検挙数が令和元年11月末現在において、ワーストを記録しています。

それを踏まえ本村のさらなる交通安全強化策についてお伺いします。以上、２次質問は議席から行います。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ７番玉城みちよ議員の質問事項１．子育て支援についてお答えします。 

 質問要旨１．産後の支援が必要な母子に対して、安心して子育てができる支援導入の詳細については、

現在子育て世代包括支援センター事業で、妊産婦・乳幼児等の状況を把握し、各種の相談に応じ必要な支

援を継続しております。今回、産婦健康診査を実施し、産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るた

め、出産後間もない時期の産婦に対する健康診査に係る費用を助成するなど、産後の初期段階における母

子に対する支援を行ってまいります。また、産後ケア事業として、出産後間もない時期の健康状態を確認

し、支援が必要な母子に対して、村が提携する病院、診療所及び助産所で各種サービスを受けた場合の対

象費用について助成してまいります。 

 質問要旨２．家庭総合支援拠点の設置については、子供の最も身近な場所における福祉に関する支援等

に係る業務を行うことが市町村の役割・責務とされていることを踏まえ、本村においても関係機関を含め

た現在の支援体制の充実を図りつつ、国の方針である2022年度までの設置を検討してまいります。 

 質問事項２．緊急通報システムの活用についてお答えします。 

 緊急通報システムの活用状況と周知については、ひとり暮らしの高齢者等に対して、緊急通報システム

機器を貸与し、活用状況は救急車の出動要請、安否確認及び台風接近前の注意喚起等が行われております。 

また、周知につきましては、区長会や民生委員・児童委員定例会等及び村広報誌で事業の周知を図ってお
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ります。 

 質問事項３．交通安全強化策についてお答えします。 

 村内における交通安全対策については、年間を通して交通安全県民運動が実施されており、交通安全運

動期間中には役場交差点での街頭指導、広報車での広報活動を行っております。夏と年末には、コミュニ

ティセンターでの交通安全出発式を行い、村民への交通安全に対する意識啓発を行っているほか、各学校

においては、通学時に校門前で学校職員や地域の方、警察関係者が児童生徒の安全な通学を見守り、役場

前交差点では地域活動として横断旗を持ち歩行者の横断を誘導するなど、積極的な活動が行われています。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 子育て支援から２次質問させていただきます。 

 新年度の新事業予算として、産婦健診、産後ケア事業の予算が提案されていますが、具体的な内容につ

いてお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの７番 玉城みちよ議員の質問についてご説明いたします。 

 先ほど村長からも答弁がありましたとおり、新たな事業となっております。まず産婦健康診査実施につ

いては、産後うつの予防や新生児の虐待予防を図るための審査になっています。具体的な内容といたしま

しては、問診、生活環境、育児不安、精神疾患等とそういう内容等をまず問診をしていきます。それから

あと、大事な診察を通しながら表情、また言動等を見ながら身体的なところも診療しながら、あとは大事

なところは産後うつ病の質問票ですとか、赤ちゃんへの気持ち質問表等をそういうことを実施する内容と

なっております。それから産後ケア事業といたしましては、出産後間もない時期の健康状態を確認し、支

援が必要な母子に対して、村が提携する病院、診療所、助産所等の各種サービスをしていくものでござい

ますけれども、そちらにつきましては、まず宿泊型、それから通所型、それから訪問型ということでサー

ビスを提供しながら母子への心身のケアを実施するとともに育児に関する指導等を実施するものでござい

ます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 支援内容については理解いたしました。実はこの事業について２月初期ご

ろでしたか、村民から問い合わせがありまして、昨年の４月から既に導入された本部町へ勉強を兼ねなが

ら調べてまいりました。本部町では産後ケア事業の対象となる産婦さんが出産後４カ月未満と定められて

いましたが、生後間もない乳児が夜泣きや生活環境の変化で産婦さんの不安が募り始めるのはかえって４

カ月後からのような気がしますが、今回、本村は事業の支援対象をどのように考えているのかお伺いしま

す。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 対象者といたしましては、まず本村の住民基本台帳に記載されている産後１年未満の産婦と乳児となっ

ております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 
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○ ７番 玉城みちよ 議員 支援対象については理解いたしました。本部町のほうでは４カ月未満とい

うことで、本部町の担当職員も大変４カ月というのには短すぎると。１年未満というふうに新年度は考え

ていきたいというお話を述べてもおりました。今回、先ほどの答弁で宿泊型、通所型、訪問型の支援内容

について具体的なサービス内容をお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 まず宿泊型でございますけれども、サービスの内容としましては利用を１日とし、３食の食事提供とな

ります。それから通所型におきましては、６時間、それと３時間。内容としては利用を１日とし、６時間

実施に当たっては１食以上の食事提供をするものでございます。それから訪問型ということで、午前10時

から午後７時までの利用を１日としてサービスを提供しているものでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 宿泊型や通所型支援については、理解いたしました。この本部町のほうで

はそういう宿泊型、通所、つまりデイですね。そういう通所のデイに関して、沖縄市にあります沖縄県母

子未来センターのほうに妊婦さんをご案内して、産婦さんをご案内しているということなんですが、大変

産婦さんの出産間もない若いお母さんからしては、沖縄市までご自分で運転をされて小さなお子さんをお

連れして、沖縄市までそのサービスを利用しに行くには大変無理もあるかと思います。この宿泊の通所を

今帰仁村は産婦さん、新生児が利用したい場合は保健センター内で行うのか。もしくはそれ以外に場所が

あるのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 出産後間もない母子の方々が遠くまで行かれるというところは大変なところでございます。本村のほう

でやんばる希望ヶ丘助産院がことしありまして、そちらのほうを委託提携しながら産婦の健康診査におい

て、要支援、判断された産婦、乳幼児等を本村の保健センターにいます保健師等が連携して支援を実施し

ていくということでございます。また、やはりそこにつきましては、保健センターのほうでは母子手帳の

発行等もありますので、そこでまた事業等のサービス内容も含めて丁寧に説明してサポートしていくとい

う体制づくりとなっております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 理解いたしました。この事業を調べるに当たって、私も本部町のほうから

紹介をされまして、やんばる希望ヶ丘助産院という諸志の上のほうにあったんですが、そこのほうにお伺

いをして、先生のほうともお話しいたしました。大変見晴らしもよくお部屋のほうも見させていただいた

んですね、その際に若いお母様方が授乳に困ってらっしゃるときのマッサージの方法であったり、そうい

うもの。そしてさらにお母さんが少し産後うつだというふうに判断に至った場合にはお母さんと子供さん

を今離すべきなのか、お部屋を別にして離すべきなのか、お子さんを助産師が預かるとそういうのも兼ね

備えていますよということで大変安心できる施設を見させていただきました。本村においてのこの案内、

せっかく村がそろえたいいサービスなので、このあたりをどの段階で妊婦が情報をメニューとして受け取
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るかなんですが、母子手帳の発行手続の際には産後ケアの要綱をしっかり丁寧に家族の方や本人にも案内

していただきたいと思います。このサービスを利用するに当たって自己負担が発生するのか。もしくは発

生するのであれば料金までお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 費用のほうでございますが、宿泊型１日当たりまずは所得区分がありまして、生活保護世帯と村民税の

所得割合額、非課税世帯は負担していただくことがないということで考えております。所得によりまして、

ある場合が宿泊型１日あたりで3,000円、通所型６時間で１回あたり1,000円、それから通所型３時間で

500円、それから訪問型で１回当たり500円ということで考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 料金については理解いたしました。この産後ケアは産後健診とセットで行

うことで２分の１の補助金対象と認識しています。日本ではほかの国に比べ、産後若くして命をなくす女

性の死亡率が高いと言われています。産後の体調不良に真っ先に気づくのはご主人であったり、家族だと

思います。本人から利用の申し出はなかなか遠慮される部分もあろうかと思いますので、しっかりとこの

支援を届けることで、また虐待の未然防止にもつながるよいサービスだと思っています。ぜひ合わせて周

知にも力を入れていただきたいと思います。 

 続きまして、家庭総合拠点支援について。現在、本村で県内においていち早く設置しました子育て世代

包括センターと家庭総合支援拠点の役割の違いをお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃幼保連携推進室長。 

○ 宮里 晃 幼保連携推進室長 ただいまの７番玉城みちよ議員の質問についてご説明いたします。 

 子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の違いだと思いますけれども、子育て世代包括

支援センターは主に妊産婦や乳幼児を対象にして母子保健施策や子育て支援施策、そういったものをご本

人、ご家族の実情を把握して、そういう支援サービスを提供する役割を果たす機関であります。また子ど

も家庭総合支援拠点というのはその拠点の管内に所在する全ての子どもとその家族、家庭、妊産婦を含め

てなんですけれども、その福祉に関し必要な支援に係る業務を行います。特に児童虐待を初めとする要支

援児童とか、要保護児童、そのような支援業務の強化を図る役割を今求められているものであります。実

際、この２つの拠点につきましては、同一担当機関が担うことが望ましいだろうということも国のほうは

示しております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 役割については理解いたしました。昨年の３月議会において、児童虐待に

ついて質問いたしましたが、課長の説明の中で相談件数が平成28年度は４件、平成29年度は７件、平成30

年度は３月１日現在で12件ですと、右肩上がりの数字でいただきましたが、今年度の相談件数または通報

件数をお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃幼保連携推進室長。 

○ 宮里 晃 幼保連携推進室長 今年度の虐待通報件数といいますけれども、まだこちらとしては年度
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途中なので、現在把握している中からいいますと、住民からの泣き声通報とかそういうのも含めると21件

でしたか、２月末現在だったかと記憶しております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時22分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時22分） 

 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 件数については理解いたしました。この21件というのは、平成30年度12件、

いきなり平成31年でもう既に21件と件数的にも倍になっているという状況ですが、この答弁の件数の中で

比較的重いケースの数と現在の体制で十分な対処ができているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃幼保連携推進室長。 

○ 宮里 晃 幼保連携推進室長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 重いケースの基準という判断は非常に難しいかと思いますけれども、現在、定期的にケース会議、支援

会議とかそういうものを行って、実際その世帯にかかわっている子供にかかわっている件数からすると、

12件になります。実際この体制でも十分対応できているかということなんですけれども、やはり年々ケー

スがふえておりまして、その分その担当部署に関しては非常に厳しい状況にありますけれども、一応庁舎

内では児童福祉、障がい福祉担当、また保健センター、学校教育課とかそういう担当職員と連携して、ま

た外部の関係機関とも密に連絡をとりながらその対応をしているという状況です。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 対処については理解いたしました。昨年の３月議会において、児童福祉法

は平成28年度に大幅な改正が行われ、その改正内容には市町村の設置する要保護児童対策地域協議会の調

整機関に専門職を配置することが示されており、村の施政方針においても平成31年度から子どもの貧困や

児童虐待の問題に対するため専門員の配置について述べておりましたが、現在、その専門員の配置につい

てお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃幼保連携推進室長。 

○ 宮里 晃 幼保連携推進室長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 たしかに平成28年度の児童福祉法の一部改正に伴って、各市町村要対協には専門職の配置が義務づけら

れております。実際、昨年の施政方針の中でも社会福祉士等の配置ということで予算組みもして配置する

というところでありましたけれども、一部決まっていた状況の中、辞退をしたり、令和元年度につきまし

ては、ずっと募集公募は行っているんですけれども、実際、配置には至っておりません。ただし、国や県

が示す専門職の配置というのは担当職員が県主催のその虐待専門研修の履修者を配置をすることによって、

その専門職の職を配置している対応しているものとみなすということがありますので、現在、今帰仁村で

は担当職員の研修履修を行って、その者が専門職として今配置している状況です。ただし、今後を含めて

この社会福祉士については別途配置したいと考えておりますけれども、幸い４月からは人事のほうで村職

員の中で社会福祉士を持っている方がおりますので、その方が一応配置される見込みです。それと含めて、

別途社会福祉士をさらに公募していきながら強化を図っていきたいと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 
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○ ７番 玉城みちよ 議員 専門員の配置については理解いたしました。答弁にもいただきましたが、

国の方針では2020年までの拠点整備を行うとうたっていますが、現時点では本村は件数的にも安心できる

ような数字ではないと考えられるが、具体的な計画案や新庁舎建設にも反映されているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃幼保連携推進室長。 

○ 宮里 晃 幼保連携推進室長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 国のほうでも2020年度ではなくて2022年度のほうに拠点を整備するという方針が示されておりますが、

現在、支援拠点に関しましては全国的にもまだ町村部分に関しては整備が進んでいない状況です。たしか

平成30年度現在での結果でも大都市が大きな市のほうです。全国でもたしか23件ぐらいしかちょっと整備

が進んでいないというところの中で、また子供の数が少ない地域に関しましては、複数の地域で広域でそ

の拠点整備も提案はされております。今帰仁村にとってはどのような体制が本村の体制に一番望ましいの

かというのは今後協議していきたいと考えております。また拠点については箱物ではなくて、組織であっ

たり、その機能であったりとそういった支援体制の構築でありますので、本庁舎建設が今いろいろ協議さ

れておりますけれども、そういった連携のとりやすい方法とか、そういったのも踏まえて今後そこに反映

させて、そういう望ましい連携体制がとれるような状況につなげていけたらと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 反映については理解いたしました。児童虐待に対しては発見から通告、そ

してふさわしい対応がいかに素速く担えるかで最悪な事態は防げるものだと思っています。昨今、住民が

抱える相談件数も多様に複雑化し、児童福祉士や社会福祉士を配置したからと安心できる状況ではないと

思っています。対応によっては夜間の訪問や見守りなども出てくるでしょうし、相談案件が重い分、場合

によってはメンタルの弱い職員は引き込まれていきます。拠点の設置には補助金の対応もあると伺ってい

ますので、虐待を見逃さず、虐待のリスクの高い世帯へ必要な支援が届くよう体制強化を図っていただき

たいと思います。 

 続きまして、２番緊急通報システムの活用について。先ほどの答弁において、活用状況と周知について

は理解いたしました。これまで緊急通報のあった件数をお伺いいたします。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時30分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時30分） 

 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 緊急通報システムの活用につきましては、先ほど村長からの答弁がありましたが、ひとり暮らし高齢者

等に対し、緊急システム事業を実施することにより日常生活上における安全の確保と不安を軽減すること

でございます。その中で件数でございますけれども、2018年４月１日から2019年３月31日までの件といた

しましては、救急車出動要請２件、協力員の方の対応14件、それから誤報が45件、相談が１件と、大事な

ことなんですけれども、定期コールということで健康状態の確認、日常の相談毎月２回、台風のコールで

すとか、台風接近時の安全確保、誕生日コール、疾患コール、体調不良のときに安否確認にもなるんです

けれども、そういうところとあとは訪問事業ということで具体的に事業所が訪問するということでの43件
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の実績がございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 件数については理解いたしました。ではこの緊急通報システムはどのよう

な方々が現在利用されているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 やはりひとり暮らしで虚弱な高齢者というところで、65歳以上の高齢者のみ世帯で虚弱な高齢者がいる

場合の利用となっております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 利用については理解いたしました。ではこの事業は独居のほうではないと

使えないのか。もしくは高齢者世帯お二人であったりとか、さらにこの同居家族に高齢者が自宅にいらっ

しゃって、日中は子供さんであったり、そういう方がお仕事に出られている際にそういう方が同居をされ

ている場合は使えないのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 今独居の世帯がまたそこでのお昼ですね、家族の方がいらっしゃらないというところで非常に心配なと

ころでございます。ひとり暮らしですね、また虚弱な高齢者または65歳以上の高齢者のみということでは

あるんですけれども、例えば同居の家族がいる場合、家族がやはり昼ごろ就労等に出かけて日中不在でな

かなか見れないところがございます。やはりそういう状態だとご本人も不安ですし、家族のほうも不安で

ございます。そういうところでの諸事情を踏まえながら緊急通報システム機器を貸与しながら決定してい

るところでございます。独居の世帯に対してばかりではなくて、その状況によりまして世帯の中にご家族

がいらっしゃる方におきましても機器を貸与しながら対応しているところでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 利用者については理解いたしました。この事業を利用する際に、村民の高

齢者の自己負担があるのか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 機器のほうについてなんですけれども、こちらのほうは貸し出ししていくようなことになっていきます。

こちらについては１日当たり約3,000円ということで本村のほうで委託業者のほうに支払っておりまして、

自己負担はないようになっております。ただ、機械のほうの破損につきましては、当事者の当事業該当者

の負担となっております。月約3,000円でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 課長、すみません再度確認ですが、今のこの自己負担の3,000円というのは

月々自己負担になるんですか。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 
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○ 宮里政有 福祉保健課長 大変聞きづらいところがありましてすみません。事業の負担としてのもの

は該当者のほうにはありません。利用者負担はございません。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 自己負担については理解いたしました。緊急通報センターの運営体制はど

のようになっているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 運営体制といたしましては、こちらのほうで事業委託されています業者のほうで常時看護師を配置して

おります。24時間365日の体制で対応が可能となっております。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 体制については理解いたしました。緊急通報センターは利用者からの通報

を受けるとどのような流れで動くのかお伺いします。以前に私、この商品といいますか、機器のほうも村

内の高齢者の方々に今帰仁村が導入された際にその設置の工事の部分とかも立ち合わせていただきました

ので、その機械についての内容はわかっているんですけれども、通報センターが利用者から通報を受けて

その次の流れがどういうふうに動いているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 緊急通報センターになるんですけれども、そちらのほうで電話が入りましたら、まずは看護師が電話で

状況を聞き取りします。安否確認の必要性、判断した場合は事前申請がありました協力医院にお知らせす

る。またそのときには親族等への安否確認も含めまして通報するような形の連絡協力が伴ってございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 流れについては理解いたしました。この設置のほうを以前に私が確認させ

ていただいた際に自宅の電話の上のほうに機械が設置され、この高齢者の皆さんが安全ペンダントという

んですかね、ネックレスというんですかね、そこにボタンがついていて、万一トイレで倒れました、お風

呂場で気分が悪くなりましたというときにそのまま押せて、そこに通報がいくというような方法だったん

ですが、それが自宅の庭で草を引きながらであったり、転倒したであったり、そういう部分もこの自宅の

範囲内は電波が届いて通報センターに届くというふうに認識していたんですが、今回、この電波の規制範

囲などが幾分設けられているのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 宮里政有福祉保健課長。 

○ 宮里政有 福祉保健課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 以前まではその自宅の範囲内ですね、そこまでだったんですけれども、令和元年から緊急通報サービス

のほうもモバイルということで、新たに携帯型ということでＧＰＳ機能もつきながら公民館等とか、いろ

いろなところに、どこでけがをされたりだとかということも確認しながら行えるような、緊急通報システ

ムという形で今回から新たに事業を展開しているところでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 
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○ ７番 玉城みちよ 議員 範囲については理解いたしました。大変すばらしいシステムと思っていま

す。今回、この導入が平成27年度だったんですが、名護市のほうはもう既にそれよりも先に導入をされて

いて、いろいろ名護市の職員からその内容について、私、勉強させていただいたこともあります。この事

業に関して、今帰仁村のほうで高齢者ご夫婦97歳とたしか105歳だったと思います。その際に105歳のおじ

いさんが風邪をこじらせ、自宅で痙攣をしている体を95歳のおばあさんが、高齢者の方が診療所にも電話

ができない。タクシーの番号も思い出せない。そして近所の人たち、家族、本土にいらっしゃる息子さん

とかにも電話ができない状態でずっと痙攣をされている。夜中の３時に痙攣が起きた。105歳のおじいさ

んをずっとおばあさんが素手で押さえていて、明け方になったら診療所に電話するから待っていてねとい

うふうにずっと押さえていて、明け方になっておばあさんは診療所の電話番号を暗記していたようなんで

すね。それからこの緊急通報システムというものを今帰仁村への導入を促したわけなんですが、村内の一

部のほうで台風の後に住宅は高齢者が戸締りをして、中のほうでそのままテーブルの上に座ったままの状

態で亡くなられていたと、その際に豊見城市のほうにいらっしゃる親族の方から連絡がとれない、連絡が

とれないというふうに近所の方へ連絡が回って、その高齢者の方が電話に出れない状態。周辺の方がドア

をこじあげたらテーブルの上で亡くなられていたというそういう状況もありましたので、一刻も早くこの

緊急通報システムのボタンを押すことで救われた命があるのであれば、これは大変すばらしいシステムだ

と思っていますので、ただ広報であったり、そういうものに緊急通報システムは今帰仁村にありますよと

書かれても、高齢者から見たらどういうものなんだろう。自分に該当するものなのかなということで大変

この申込書を躊躇されていると思うんですね。それをやはり地域の独居高齢者、もちろん区長であったり

民生委員の方々が一番この独居高齢者、この健康状態とかもどのぐらいの範囲で老化していっているとい

うふうな判断能力であったりとかがわかっているかと思いますので、この辺を区長会に逆に現物であった

り、その通報システムの内容、ネックレスであったりを見せた状態でそういう周知を図っていくというの

も手かなと思いました。周知のほうをしっかりよろしくお願いします。議長、休憩お願いします。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時47分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時47分） 

 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 続きまして、３番の交通安全運動のさらなる強化について移らせていただ

きます。交通安全の推進活動に対しては本村も学校や地域の方々も巻き込みながら、他の市町村も同様に

頑張ってきたことに関しては十分承知しています。しかし、結果的には本村では飲酒がらみの検挙数が数

字となって見えてきたわけですから、これからはさらに住民の意識啓発を促す必要があるのではないかと

考えますが、行政としては何らかの対策強化を考えていらっしゃるのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ７番玉城みちよ議員の質問についてご説明申し上げます。 

 これまでにも交通安全の推進ということで年４回、交通安全週間とかというのもありまして、その中で

街頭指導とかそういうのも行ってまいりましたけれども、昨年夏ごろ、８月ごろだったと思いますけれど

も、本部地区交通安全協会のほうの働きかけでぜひ今帰仁村交通安全女性の会を発足してみないかという
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お話がありました。その中でやはり中心になっていただける方が10名ほどですか、そ～れのほうに集まり

ましてお話をさせていただいて、一応今帰仁村の女性の会を発足して活動していきましょうということに

なりました。これはやはり飲酒がらみのということで、飲酒運転については検挙のデータを見るとさほど

去年、一昨年の数字を見てもやはり検挙数が減っていないという状況があります。この中でやはり地域か

らということを訴えながらやってきたわけなんですけれども、これは女性の会を設けることで発足させて

活動させることで地域からというのも家庭からというふうなことで活動ができるものと思っていまして、

この女性の会の皆さんにはすごく期待しているところでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 強化については理解いたしました。道路交通法の改正により罰則や行政処

分などが厳しく改正されたにもかかわらず飲酒運転検挙率の高い県というワースト。本部署管内でも検挙

数が本村はワーストという結果を受ける中、先日の新聞報道において今帰仁自動車学校が適正飲酒推進優

良事業所に認定されたとありましたが、この適正飲酒推進の内容をお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時51分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時54分） 

 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 これは今帰仁自動車学校についての表彰の内容ということで、自動車学校の毎朝の職員のアルコール

チェック、それからポスター掲示による生徒、受講される生徒の皆さんへの啓発等が評価されたものであ

るということでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 適正飲酒推進の内容については理解いたしました。大変すばらしい事業所

の取り組みと思います。こういう朝の従業員、職員のアルコール度チェックであったり、そういうことを

することで飲酒運転、飲酒が翌日まで残らないような、勤務中に残らないようなそういうものにまた従業

員の意識も啓蒙されていくかと思っています。村内の事業所がさらにこのような取り組みが増加していっ

てほしいと願います。昨年８月には、女性がかかわるあらゆる分野で声を上げていこうと今帰仁村交通安

全推進女性の会も発足されました。ぜひ各種団体、各字などの連携を図りながら本村の交通安全、飲酒運

転撲滅に向けて、さらなる取り組み強化を図っていただきたいと思います。以上で質問を終わります。 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午後２時56分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時09分） 

 次に、與那嶺 透議員の発言を許します。３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 さきに通告したとおり一般質問を行います。 

 質問事項１．学校給食及び村内小中学生の身体の発達と運動能力の状況について。質問要旨①村区長会

との懇談会で牛乳の無償化を求める声が上がりましたが、当局の見解を伺います。質問要旨②給食残量調

査の資料において、成長期に入る小学校４年生から中学生までの残量がほとんどない状況だが、身体発達

の観点から適正な量なのか見解をお伺いします。質問要旨③小学校５年生に実施している体力・運動能力
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調査で全国・沖縄県の平均をわずかに上回っている状況でありますが、当局の見解を伺います。 

 質問事項２．バス通学無償化について。沖縄県は2020年度内に中高校生を対象にしたバス通学の無償化

を導入する意向を示したが、進捗状況や村としての取り組みを伺います。 

 質問事項３．村職員のメンタルサポート及び業務量のバランスについて。村職員のメンタルサポートに

ついての取り組み及び業務量のバランスや人員配置は適正に行われているか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 玉城 奎教育長。 

○ 玉城 奎 教育長 それではただいまの３番 與那嶺 透議員の質問事項１．学校給食及び村内小中

学生の身体の発達と運動能力の状況についてお答えします。 

 質問要旨①学校給食の牛乳の無償化については、給食の材料費は保護者負担分だけでは賄いきれず、毎

年村の予算で補填している状況から今のところ無償化は考えておりません。 

 質問要旨②給食は適正な量なのかについては、学校給食摂取基準を基に、栄養価、量を算定しており、

適正な量と考えております。 

 質問要旨③小学５年生に実施している体力・運動能力調査で全国・県平均を若干上回っていることにつ

いては、各種スポーツクラブ等が盛んな地域性や本村で推奨している徒歩登校も成果としてあらわれてい

るものと考えます。 

 続きまして、質問事項２．バス通学無償化についてお答えします。バス通学無償化については、令和２

年10月から実施予定と伺っております。村としては、本制度の周知に努めてまいります。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ３番與那嶺 透議員の質問事項３．職員のメンタルサポート、業務量のバランス

及び人員配置についてお答えします。 

 職員のメンタルサポートについては、年１回のストレスチェックを実施しております。チェックシート

記入後、高ストレス判定を受けた職員については、面談希望の有無を確認後、希望に応じて専門医へつな

ぐことになります。 

 近年の多様化する住民ニーズに対応するため、職員に係る比重は年々大きくなることが予想されますが、

各課職員からの意見を聞き取るなど現状の把握、業務バランス、人員配置をしております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 牛乳について、また再度質問していきたいと思います。 

 今、ことし１年間というんですか、年間でかかる給食の材料費、全体で幾らほどかかっていて、その中

で牛乳が占める購入費といいますか、それは幾らなのかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの３番與那嶺 透議員の質問についてご説明申し上げます。 

 今年度についてはまだ決算が終わっていませんので、数字がちょっと出てこないというところがありま

して、粗々ではございますが、材料費に対して小学生だと大体30％ぐらいが牛乳の購入費に充てられてお

ります。中学校については25％程度だったと記憶しております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 
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○ ３番 與那嶺 透 議員 金額は大体幾らぐらいになりますか、伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 令和元年度の４月現在在学している児童生徒数掛けるの授業日数です。給

食を提供している日数をおおまかに大体200日程度と考えまして、それに牛乳の単価を掛けますと大体

1,050万円強ぐらいが牛乳の購入費ということになります。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 1,050万円ほどが牛乳に費用としてかかっているということであります。ご

存じのとおり名護市では学校給食自体を無償化しているところであります。これにより子育て支援と大分

名護市のほうは先行してやっているということになっていると思いますが、子育て支援の観点からこう

いった給食費の一部を無償化するということは検討されたことがあるかどうか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ご説明いたします。 

 ただいま村の小学生、中学生、非課税世帯におきましては就学援助制度がございます。就学援助制度に

ついては給食費は全額無償という形になりますので、そのほかの児童生徒分についての牛乳と給食費等の

無償化については検討しておりません。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 就学援助というこれは県の事業ですか、国の事業ですか。わかりせんけれ

ども、これについては大体非課税世帯が対象かと思います。これについてはもちろん手厚い支援が必要だ

と思います。そうではなくそれにも該当しないけれども、比較的低所得の家庭はやはりあるかと思います。

その辺の支援、そういうところの検討はしていないのか、再度伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明いたします。 

 就学援助制度は非課税世帯ということになっておりますが、世帯によっては母親が病気をしているとか、

父親が病気をしている、入院をしているということで若干、所得との年度のタイムラグみたいなところが

ございます。そういうところについては、なるべく考慮をしていきたいというところもありますけれども、

民生委員に家庭の状況等をちょっと証明いただく形で就学援助の対象としております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時20分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時21分） 

 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 大体理解いたしました。これについては所得とかもあるんですけれども、

多子世帯というんですか、要は小学生が３名ほどいて、また中学生も１人、２人いる家庭とかがあるとこ

ろもあります。その世帯については大体今帰仁村でいうと給食費が3,600円前後だったと思いますが、こ

れ掛ける５を毎月のように払うのは大変なことだとは思ってはいるんですが、この辺にも該当するのかど

うか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 
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○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 多子世帯、たしかに所得によっては非課税世帯よりもお金がかかる世帯もあるかなという想像はつきま

すけれども、その辺についても現在の所得の状況と、申し出があった場合に民生委員のご意見もちょうだ

いしながら所得も勘案しながら審査していくということになっております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 対象になりうるという認識でいいかと思っております。牛乳のほうにまた

話は戻りたいんですけれども、1,050万円ほど年間かかるということで、この辺、ふるさと納税のほうか

ら賄えないのかなというふうな気もするんですが、その辺答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 先ほど説明しました就学援助につきましても、現在、受給されている金額が平成27年度ベースでそれか

ら拡充した分の４分の３を県の基金で充てているという状況です。その県の基金が６年間で幾らまでとい

うことで各市町村割り振られた分でございますが、今帰仁村では就学援助の件数が結構近年伸びておりま

して、令和３年度までが対象なんですが、令和２年度でこの県が今帰仁村に割り振った基金がもう使い

切った状況です。それプラス足りない分については、ふるさと納税のほうから充ててもらっているという

ことになりますので、就学援助に対してもふるさと納税を充てて補填していただいているという状況プラ

ス牛乳の無償化ということになりますので、この辺はふるさと納税の使い道としてそこだけに集中してい

いかどうかというところは検討する余地があるのかというふうに考えます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 ぜひ子育て支援という観点からも検討していただきたいと思っております。 

 次に、残量の件でありますが、答弁の中で学校給食摂取基準、それをもとに栄養価、量を算定している

と。適正な量と結論づけていますが、学校給食摂取基準とはそもそも何なのか、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 学校給食設置基準の策定については、厚生労働省が定めた日本人の食事摂取基準というのをもとに数量

等が策定されておりますが、児童生徒の健康の増進及び食育の推進を図るために望ましい栄養量を算出す

るということで、１人１食当たりの栄養の目安として示しているものでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 これは栄養のバランスとカロリーとかもそういったものも含めての基準だ

というふうに思っておりますが、ある小学校のほうに給食地域の方々を呼んで、ふれあい給食みたいなも

のに行ったことがありまして、そのときに６年生だったんですけれども、配膳が終わって、いただきます

の号令がありますね。その直後、すぐ子供たちが並ぶんですよ。何かなと思ったら好きなものをもう一度

追加することになっているんですね。多分、これはクラス特有のルールがあったのかなと思うんですけれ

ども、これを見たらやはりこの子供たちはまだまだもっと食べられるんじゃないかなというふうに思いま

した。現場ではそういうことが恐らく毎日のように行われていて、実際、高学年が残量がほぼないという
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結果が調査では出ていますので、これについては適正な量とはちょっと考えにくいんじゃないかなと、足

りないと思ったほうが、この現場を見る限りですよ、そう感じたわけでございますが、再度、その見解を

伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 学校給食設置基準においては、児童生徒が１日に摂取すべき栄養の量、基準として考えているんですけ

れども、これの１食当たり分を計算して出しております。ただやはり栄養士のほうも週に一、二回、小中

問わず学校給食時間にどういう状況なのかというのを回っております。回って状況を確認しながらではあ

るんですけれども、各クラスの配缶給食センターで配缶するわけですが、配缶をしてやはり足りなくなる

というのは給食ではいけないので、少し多目につくるわけでございますが、その状況を栄養士が各クラス

毎に完食状況を確認をして、ある程度の増量はしているということでございます。プラス担任のほうもお

かわりを促していくようなことはやっているということでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 今の説明を聞いていますと、やはり足りていないというふうな認識なので

はないかなというふうに思いますが、私、ミニバスケとか学童野球にちょっと携わっていて、ほかのチー

ムといいますか、この中南部であったり、名護市であったり、金武町であったりそこの子供たちをみると

同じ学年のはずなのに体格が全然違うんですよ。もう体もあちらのほうは大きいし、実際、資料では10歳

の男子の身長以外、全ての年齢区分で沖縄県の平均を今帰仁村は下回っている状況です。これは何か原因

があるのかなというふうにずっと考えていたんですけれども、もしかしたら給食がちょっと足りないん

じゃないかなというふうに思っていまして、水は大体同じ。では何が違う。遺伝とかそういったのももち

ろんあるかと思いますが、やはり食べる量が少し関係するのではないかなというふうに個人的にはやはり

そう思っているところであります。その辺を含めて再度答弁を求めたいんですが、今、課長の説明ではや

はり少し足りていないような気もしますので、ふやすような検討をするべきではないかなと思っています。

再度答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 先ほども申しましたが、栄養士のほうで週に一、二回、時間があれば可能な限り行くようにしていると

いうことでございますが、小中限らずいろいろなクラスを見て回っております。やはり食べ残しが多いク

ラス。完食してくるクラス、やはりそれぞれあるようでございます。ただ、この学校給食の摂取基準でこ

の栄養量というんですか、それは摂取しないと基準としては大体摂取してほしいという量がありますので、

そこを下回って配食するというところはちょっと厳しいかなというところがあります。ということで、基

準を満たしつつ残った分、ちょっと言葉が適切かわかりませんが、うちなーでいくシーブンというやつで

すかね、よく完食しているクラスにはシーブンして、ちょっと増量はしている。このような柔軟に対応は

しているようでございます。また市町村については、ちょっとデータは持っていませんけれども、ほとん

どの学校がこの学校給食の摂取基準をもとに栄養量、栄養価プラス量ですね、栄養量の算定をしていると
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考えられますので、その辺での体格差というところは給食だけの要因というところはちょっと考えにくい

かなと考えます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時34分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時34分） 

 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 シーブンはおまけという意味でありますね。大体理解はいたしましたが、

その辺はちょっと柔軟に今後とも考えていただいて、やってほしいかなと思っております。 

 続きまして、質問要旨３の運動能力の件でございます。この運動力テストは８種目が行われております

が、毎年５年生を対象にやっております。この合計点では全国平均より若干上回っている状況であります。

しかし、この中を見ますと８種目のうち反復横跳びと立ち幅跳びの２種目が沖縄県、全国よりかなり低い

値を示しております。その変わりソフトボール投げとかが突出して高い得点を持っているところでありま

すが、この反復横跳び、立ち幅跳びの得点が低いのは何かの要因があるのかなというふうに感じますが、

その辺見解を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 俊敏性にかかる分野というところで、要因としてこちらで想像できる要因等がなくて、あとは毎年小学

５年生ということで年によって差はもちろんあると思います。あとは本村の人口と言いますか、学年の人

数によっても変わってくるのかなと。そういうところも含めると大まかな傾向としてはどちらかというと

20メートル走、シャトルランというやつですね、持久力のほうが全国、沖縄県を含めてですが、傾向とし

て出ているのかなというところは見て取れるんですけれども、その辺の分析についてはちょっとこちらで

はなかなかお答えできないというところです。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 シャトルランもちょっと低いということでありまして、原因のほうは

ちょっとわからないということでありますが、私もちょっといろいろ考えてこの学校ごとにももちろんよ

るかと思うんですが、体育以外のスポーツ活動というんですか、要はミニバスケだったり、野球であった

り、バレーであったりそういった活動、サッカーもありますね。そういった活動に参加する子供が減って

いるのではないかなとか、そういうふうにも感じているんですが、その辺、肌感覚ではなくて、これはス

ポーツ少年団という登録するのもあるかと思うので、このスポーツ少年団の登録人数とか、推移とかもわ

かればお伺います。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの質問について説明いたします。 

 各種スポーツ団体、児童ということで小学生なんですが、スポーツ少年団に加盟している団体について

は、平成29年度で７団体で102名、平成30年度で７団体115名、今年度については６団体95名ということで

あります。そのほかにも少年団に加盟はしていない団体がありますが、その中で推移として１団体、今年

度少なくなっています。人数も少なくなっています。要因としては兼次小学校のミニバスケットの男子
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チームがないということが参加の状況ではわかるところです。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 兼次小学校のミニバスケットにも携わらさせていただいておりましたが、

年々減ってきているのはたしかであります。この辺の何か改善するというんですかね、村の教育委員会全

体として何か施策とかそういった、村長の施政方針のほうにも「学校における体育・スポーツ活動に関す

る指導については生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培う観点に立ち、自ら積極的に運動を親し

む意欲や習慣を身に付けさせるとともに基礎的な体力の向上を促す取り組みを推進してまいります。」と

あります。これにもありますので、やはりそういったことも部活動に積極的に参加していけるように呼び

かけを、もちろんＰＴＡとか父母同士のつながりで参加を促しているところでありますが、それでもまだ

まだ少ないということではあります。教育委員会として村としてどのようなそういった取り組みがあるの

か伺いたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 児童のスポーツにかかわる人数、推奨していくことについては、現在、ス

ポーツ少年団の統計資料では少なくなっている状況というのはわかっているんですが、社会教育の社会体

育の観点からすると、スポーツに関しては心身の発達に必要なものと考えています。総合型スポーツクラ

ブナスクとも連携しながら、水泳教室も行っています。この教室の中では幼稚園、児童の方も水泳教室に

通っているのもありますので、あとは総合型スポーツクラブというものについて、皆さんに理解してもら

いながら、ナスクがまた児童、幼児も含めて対応できる教室について調整を図りながらどういうふうな教

室が新たにできるか取り組んでいきたいと考えています。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 ぜひナスクとも連携を密にしてやっていくというふうな答弁だと思います。

大体５歳、就学前の子供から12歳ぐらいまでがゴールデンエイジと呼ばれている年齢層で、その時期にい

ろいろなスポーツをやることによって、大人になってからもいろいろなことに挑戦できて、これは精神的

にもやはり鍛えられるところでもありますので、ぜひスポーツを通してこういった人材の育成等を図って

いただけたらなというふうに思っております。 

 次に、バス通学の無償化についてでございますが、答弁では令和２年10月から実施予定と伺っていると

いうことでありますが、これは全世帯ではないかと思うのですが、対象の世帯のほうはちゃんと出ている

のかどうか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 県に確認したところ、このバス無償化に係る要綱等をまだ定めていないというところで、今検討中とい

うところを前提にお答えしますということでしたので、今のところ対象者としては、住民税の所得割を

持っていない所得割非課税世帯または児童扶養手当受給世帯を想定して予算化をしているというふうに

伺っております。開始時期は先ほど教育長からも答弁がありましたとおり、令和２年10月から開始予定と

いうことで県の教育支援課のほうから伺っております。 



― 230 ― 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 これについて非課税世帯であったり、ひとり親の世帯になるのかなと思う

んですけれども、この辺ですね、村として今帰仁村には北山高校があります。北山高校でも遠いところか

ら通っている生徒もいるし、名護高校とか、北部農林高等学校、本部高校も含めて村外に出る子供、生徒

もいるかと思います。それもありますので、やはり村として非課税世帯とか、年齢区分を設けるのではな

く、全世帯を対象にしてやっていただけないかというふうな要望とかそういったのも出すお考えがあるか

どうか伺いたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 この通学に係る無償化については、県知事の公約というところもございますので、今年度ですか、令和

元年度いろいろ試算等を行ったようでございます。それを踏まえて令和２年10月から住民税の所得割非課

税世帯または児童扶養手当受給世帯を想定して補助をしていくということでございますので、今後、県が

その辺の条件を取っ払って全生徒に対して無償化でやっていくのかどうか、制度自体がまだスタートして

いない状況でございますので、県の動向をまずは注視して本制度の周知に努めていきたいと考えておりま

す。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 県の動向を注視するということであります。要望はしていかないという今

の段階ですか、伺います。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 先ほども申しましたが、令和２年10月から県が開始するということでございますので、どれぐらいの費

用がかかるのか北部管内でどれぐらいになるのか、その辺も確認しながら現在のところは要望等も考えて

おりません。ちょっと様子見というか、注視していきたいというところでございます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 こういった通学で地域の現状に合わせて、やはり出すべきではないかなと

いうふうに考えておりますので、今後、ずっと検討課題として持っていただきたいんですけれども、その

辺の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時50分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時50分） 

 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 今後、検討課題として教育委員会のほうで考えていくかというところでございますが、何分いろいろな

事業等がございます。この辺は財政部局との調整もございます。何を優先して事業を行うかというところ

も含めての検討ということになるかと思います。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 
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○ ３番 與那嶺 透 議員 今財政との調整も必要だということなんですが、今帰仁村からの持ち出し

とかもそういったのもあるのか。答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 現在、県が行おうとしている事業につきましては、村の持ち出しはございません。ただ先ほども申しま

したように対象者の住民税の所得割非課税世帯または児童扶養手当受給世帯ということで想定していると

いうことでございますので、そのほかの世帯も対象にするということであれば県が先に公約として上げて

いる中でそこまで広げて拡充していくということであればそれを周知していくということでございますが、

それをやらなくて、村でやらなければならないということを検討するということについては、他の事業も

含めて優先的にどの事業を推進していくかというところを含めて、財政側と検討していく必要があると考

えております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時52分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時53分） 

 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 大体理解いたしました。 

 続きまして、職員のメンタルサポートの質問に移らさせていただきますが、答弁の中に高ストレス判定

を受けた職員とかの答弁がございました。これは予算特別審議でも出たんですが、再度、高ストレス判定

を受けた職員の数ですね、確か平成28年度からこのストレスチェックを実施しているかと思うんですが、

それからの数字は出ているかと思いますので、その人数の答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ３番與那嶺 透議員の質問についてご説明申し上げます。 

 ストレスチェックの結果についてということで、平成28年度から実施されていまして、平成28年度が16

名、それから平成29年度が９名、平成30年度が17名、平成31年度についてはまだ結果が集計とれていない

という状況です。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 これは平成28年度から次年度は約半減しましたが、その次はまたふえてい

る状況であります。この面談等、治療というんですか、そういったのもあるかと思いますが、これは希望

者だけこの判定を受けた方の中からまたさらに希望者だけがこの治療に向かうのか。それとも全員判定を

受けた人全員が治療に行くのか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 高ストレス判定を受けた職員については、この精神保健福祉士による面談という勧奨を行いまして、対

象者が面談を希望する場合は面談につなぎますけれども、面談を希望しない場合にはそこでもう終了と

なってしまいます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 
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○ ３番 與那嶺 透 議員 面談を受けて改善していけばそれで成果があらわれるのかなというふうに

思ってはおりますが、面談を希望しないでそのまま症状が出てきたり、ちょっと悪くなったりしてしまう

方もやはりいるのかなというふうに思っておりますが、課長の実感としてその辺どうなっているのか。面

談を受けた方はやはりよくなっているのか。また、そして面談を受けていない方は症状が悪くなっている

というふうに感じているのか伺いたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 高ストレスと判断されて面談を受けられた方が、やはり先ほど申し上げた数字の中から数名はいらっ

しゃいます。その方々が今現在、長期にお休みしたりとかという症状があるのかということについては今

その状況にはなく、現在出勤して元気よくお仕事されている状況がありますので、この辺については一定

の効果とかいうのも見込まれたのかなと思います。面談を希望されなかった方々については、自分の中で

自己完結できるという範囲で面談を希望しなかったのか。この辺についてちょっと疑問も残りますけれど

も、実際、毎年やってみて平成28年度、平成29年下がって、また平成30年には上がってというふうなとこ

ろもあるので、この辺についてはやはりちょっと職場として、総務課で全部把握ができるかといったらそ

うではなくて、各課でやはり管理職の方がいらっしゃって各課の職員の様子を見ていかないといけないと

いうふうなものも出てきますので、この辺は各課単位でしっかりやらないと厳しいのかなというふうな感

覚を持っております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 各課でも取り組んでいただきたいというような答弁だと思っておりますが、

この答弁の中にでも近年多様化する住民ニーズに対応するための職員にかかる比重は年々大きくなること

が予想されております。職員からの意見を聞き取るとかの現状把握もしているということでありますが、

最後の答弁で私の質問では適正かどうかというのを聞いたつもりなんですが、適正かどうかというふうに

答えていないんですが、その辺、村長、適正なのか。それともまだ課題があるのかどうか、村長の答弁を

求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 議員がおっしゃられたこの業務バランスとか人員配置について、適正ですかということだと思いますが、

毎年職員からは一定の時期になりますと、人事異動希望調査表を取ったりとかということでどこに希望を

出す。それからそこの部署になぜ行きたいのかとかという職員からの意見といいましょうか、そのような

ものも聴取しております。そのような中で、全員が全員、それに希望に沿ったような形でできるわけはあ

りませんけれども、そういう中で職員個々のやはり適正というか、その辺を含めて、今配置をされている

わけですので、そういう意味では現在のところ適正な配置をしているというふうに思っております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 今適正だというふうな認識だということで答弁いただきました。これなん

ですけれども、今後年々職員にかかる比重は大きくなるというふうに答弁もあります。次年度から会計年
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度任用職員制度がスタートして、フルタイム、パートタイムの方の勤務時間がちょっと短くなると思うん

ですが、それに伴い、正職員の業務の量が増えるかと思っておりますが、この辺の対策として次年度どの

ように考えているか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質問についてご説明申し上げます。 

 たしかに会計年度任用職員になりますと、フルタイム7.75時間から大体平均７時間というふうな予算組

みをされている中で短くなるわけで、その分の比重が職員のほうに寄っていくのではないかというのはあ

るかと思います。ただ、去年からちょっと実施しているわけなんですけれども、前にもちょっとお話しし

ましたが、業務工程表を使ってこの職員の１年間における業務、それをいつの時期に何をしたらいいのか

というのもやはり作成した中で業務を進めております。これをやることでのやはりメリットといいましょ

うか、一つねらいとしてあるのがやはり業務の取りこぼしがなくなる。もう１つがチェックを係のもので

あれば係長、課長補佐、課長を含めてみんなでチェックする。そういう中で一人で抱え込まないという部

分も出てこれるかと。やはり係長とか、課長補佐、課長と業務について話したり、チェックしたりできる

ことで自分で一人で抱え込まないそれをストレスという形であらわれなくするというのも一つありますの

で、この辺もこれまでと同じように、まだ１年間しかやっていないんですけれども、次年度以降も継続し

ていって、これをうまく活用できればというふうに考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 この課内でのつながりというですか、係を含めてつながりでカバーしてい

くというふうな答弁だと思います。ぜひこれは成果はまだ恐らくまだあらわれてはいないかとは思ってい

ますが、期待してやっていただければと思っております。ここでこの各課の取り組みとして、今いろいろ

ストレスの発散の方法とかそういったものもあるかと思うんですけれども、何年か前までは５時後の飲み

ニケーション、適正飲酒ですかそういったのもあるかと思いますが、こういったのが今もやっているかど

うか、これによって適当な飲みニケーションでやはりお互い意見を述べて、これが誰の愚痴でもいいんで

すけれども、議員の愚痴でもいいですし、村長の愚痴でもいいんですけれども、やってストレスの発散に

つなげると。村長と一緒に飲んで、村長に愚痴をいっぱい言うとそういったことでストレスを発散にもな

るかと思いますが、村長そういった取り組みも推進とは言わないかもしれないんですけれども、大きな気

持ちで黙認する考えはないか伺います。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ３番與那嶺 透議員の質問にお答えします。 

 職員と飲みニケーションも必要ではないかというご提案だと思いますが、酒を飲んでの飲みニケーショ

ンがいいのか、飲まなくても飲みニケーションがいいのか、いろいろメリット、デメリットがあるかと思

いますが、おっしゃることはよく理解しているつもりですが、職員がやはり心身ともに健康で職務に専念

できればそれがまた仕事上、住民サービスの向上につながるし、明るい職場づくりになると思いますので、

今後ともこの職員が高ストレスにならないような職場環境づくり、また人事配置も含めて努めていきたい

と思います。先ほどありました飲みニケーションの持ち方については、どういうことをすればそういう飲
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みニケーションになるのかはちょっと検討させていただきたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 飲みニケーションは酒を飲んで飲みニケーションだと思っておりますので、

酔っぱらった状態でいろいろ意見を酌み交わすのも楽しいので、ぜひやっていただきたいと思っておりま

す。あとは戦国武将の中で武田信玄という人がいて、その人の名言で、人は石垣、人は城、人は堀という

名言を残しております。これは人材を何よりも重んじて家臣との信頼関係を築くためにこの言葉を残した

ことだと思っております。これは村役場としても当てはまるものがあるのかなというふうに思っておりま

す。やはり村長はいわゆる役場のトップですので、この副村長以下課長職員、全ての信頼関係を築かない

と今帰仁村はうまく回らないかと思っております。立派な庁舎をつくるのもいいかと思いますが、その中

で働く職員のことも十分目を向けて、そこで働く人が疲弊しまってはやはり役場は今帰仁村はよくならな

いと思っていますので、ぜひ職員のサポートを村長が率先してやっていただきたいんですけれども、その

辺をまた答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 喜屋武治樹村長。 

○ 喜屋武治樹 村長 ３番與那嶺 透議員の質問にお答えします。 

 ご質問のとおりだと思いますので、今後ともこういう村長としての意気込みで行政運営に当たっていき

たいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

（散会時刻 午後４時08分） 

 

 


